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子ども参加型体験講座の充実に向けた研究実践
―親子（家族）で参加できる体験型講座による若い世代の生涯学習の推進―

生涯学習課 森 保裕 猪子 研司

要 旨

生涯学習課では，子どもから大人までの生涯にわたる学びをサポートするため，様々な情

報の提供や各種講座を開催しているが，受講者はシニア世代が多い。そこで，子ども参加型

体験講座を行ったところ，幼少期からの学び支援，家庭教育支援，若い世代や子ども世代の

参加推進などの成果とともに，体験活動での安全確保，天候の変化への対応などの課題が見

られた。

キーワード：幼少期からの学びの支援，家庭教育支援，若い世代や子ども世代の参加推進

Ⅰ はじめに

生涯学習課では，総合教

育センターの１階に設置さ

れたマナビィセンターに次

の６つのコーナー（図１）

を設け，県民の生涯学習の

振興に寄与するため，学習

の機会や場の提供，講座の

実施などに取り組んでいる。

講座受講者はシニア世代

が多く，若い世代や子ども

世代の参加推進が課題であ

る。

①生涯学習や子育て，教育，子ども ②各教科や特別活動等に関するビデオ・DVD，

用図書等を備えた「図書コーナー」 視聴ブースを備えた「視聴覚ライブラリー」
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③生涯学習に関する活動に利用できる ④生涯学習の発表の場としての
「まなびぃルーム」 「交流コーナー」

⑤イベント，講座，団体・サークル，指導者 ⑥生涯学習・家庭教育等についての質問や
等の検索ができる「情報検察コーナー」 相談に対応する「学習相談コーナー」

Ⅱ 研究仮説

次の３つの仮説に基づき，研究を行った。

・子どもが参加できる講座の充実を図ることで，幼少期からの学びの支援及び生涯学習の推進を図

ることができる【幼少期からの学び支援】。

・親子（家族も含む）で参加する体験型講座を実施することで，家庭教育支援を推進することがで

きる【家庭教育支援】。

・子どもや親子（家族も含む）で参加する体験型講座を充実させることで，若い世代や子ども世代

からの生涯学習への参加を推進することができる【若い世代や子ども世代の参加推進】。

Ⅲ 研究の実際

１ 講座の企画・広報・募集

（１）ほのぼの家庭教育づくりプログラム「父親力ルネサンス推進講座」

① 企画

少子化や地縁的結合の希薄化によって，家庭の教育力の低下が指摘されているなか，自然

体験活動など，子どもと共に活動できるプログラムを通して，親子の絆を深めるとともに，

家庭教育・地域教育への参画推進に取り組もうとする父親を養成する講座で，定員は20組で

ある。平成27年度は７月～８月に全４日間で実施した。

図１ マナビィセンターの６つのコーナー
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図２ 「父親力ルネサンス推進講座」チラシ
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② 広報・募集

チラシ（図２）を，県内の全小学校の管理職が来所する研修会（６月５日）の際に持ち帰

ってもらい，３年・４年・５年生全員に配付した。募集は，ＱＲコード，電話，ファクシミ

リで行い，50組の応募があり，抽選により21組（父親21人，子ども25人）の受講が決定した。

（２）生涯学習課主催講座「親子で楽しむ体験広場」「子ども体験広場」

① 企画

生涯学習課主催の様々な講座を通して基本的な技術を学び，習得した技術を地域に広める

ことで，地域住民の交流や子育て支援の場づくりができる人材を育成するとともに，親子や

受講者同士の交流を深める場とする。また，自分の資格やスキルを活かして講座を開設しよ

うとする県民に，講師としてのスキルアップを図っていただく。また，会場の提供や受講者

募集の支援を行う。

図３ 「親子で楽しむ体験広場」「子ども体験広場」チラシ

② 広報・募集

チラシ（図３）を保育所・幼稚園・小学校等を通して配布するとともに，総合教育センター

ホームページ，新聞，ケーブルテレビ等を活用して広報を行った。

募集は，電話又はファクシミリで行い，その結果，181人の受講が決定した。

（３）平成27年度新規事業「ファミリー体験学習推進プロジェクト」

① 企画

「開かれた総合教育センター」のステップアップのために，総合教育センターの職員や生

涯学習情報システムに登録された人材・指導者を活用した体験学習や体験活動を実施し，指

導力の向上を図るとともに，総合教育センターの施設の活用を推進する。
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また，本講座は，家族で参加できる様々な体験学習や体験活動を通して，家族の絆をより

深めるとともに，子どもの学習への興味関心や意欲の向上を図ることを目的として開講され，

平成27年度は11回実施した。

図４ 「ファミリー体験学習推進プロジェクト」チラシ

② 広報・募集

チラシを（図４）保育所・幼稚園・小学校等を通して配布するとともに，総合教育センター

ホームページを活用して広報を行った。

募集は，ＱＲコードのみで行い，その結果，247人の受講が決定した。

Ⅳ 研究の成果と今後の課題

子ども参加型体験講座のアンケート結果に基づいて，講座内容や運営，実施時期等への満足度を

確認するとともに，寄せられた意見・感想を分類して，３つの研究仮説である幼少期からの学び支

援，家庭教育支援，若い世代や子ども世代の参加推進の検証，及び課題等を明らかにする。

１ ほのぼの家庭教育づくりプログラム事業「父親力ルネサンス推進講座」

第１回講座 ７月27日（日）総合教育センター大研修室

図５ 第１回講座のようす
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第１回講座のアンケート結果を以下に示す。対象：参加19組（男性の保護者19人，子ども23人，合計42人）

① この講座をどこで知りましたか。 ② 本日の講座の内容はどうでしたか。

チラシ ホームページ 新聞 その他 満足 やや満足 やや不満 不満

15 ２ ０ ２ 16 ３ ０ ０
80％ 10％ ０％ 10％ 84％ 16％ ０％ ０％

③ 本日の進行や運営はどうでしたか。 ④ この講座の開催時期はどうでしたか。

満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満

15 ４ ０ ０ ※上段 人数（人） 17 ２ ０ ０
79％ 21％ ０％ ０％ 下段 割合（％） 89％ 11％ ０％ ０％

⑤ 本日の講座で印象に残ったことや感想等を御記入ください。 ※（ ）の数字は同意見の人数

＜子ども＞
【幼少期からの学び支援】
・全部よかった。 ・新聞を使った遊びがおもしろかった。 ・新聞紙をラダーやバーにした遊
びがよかった。 ・新聞紙でとんがりコーンを作って遊んだのが楽しかった。 ・金星の観察が
できてよかった。（５） ・天体望遠鏡を使った観察がよかった。 ・金星が月のように見えた。
・星座の説明がとてもわかりやすかった。 ・天体望遠鏡で金星や太陽の黒点が見えたのが心に
残った。 ・星座の勉強ができたこと。 ・太陽の温度の低いところ（黒点）が見えたこと。
・星座早見盤の製作がおもしろかった。（３） ・金星が変化（満ち欠けや大きさの変化）する
事に感動した。
【家庭教育支援】，【若い世代や子ども世代の参加推進】
・友だちができて，一緒に金星を見た。

＜保護者＞
【幼少期からの学び支援】
・星座の勉強がよかった。（２） ・太陽や星について，他では聞かれないことが聞けて，とて
もいい勉強になった。 ・星座に興味がわいた。（２） ・太陽や星について熱中しそうである。
・星座に色々な物語があっておもしろかった。 ・大きな望遠鏡で金星や太陽を見たことが印象
に残った。（４） ・金星が満ち欠けするとは知らなかった。 ・新聞紙でも工夫しだいで色々
な遊びができること。
【家庭教育支援】
・子どもとの触れ合い方，話し方などが参考になった。 ・全体的に親子で協力する内容であり
よかったと思う。 ・子どもや他の家族と一緒に運動したこと。 ・親子で並んで話を聞くとい
うだけでなく，一緒に頭や身体を使って活動することが大切であると思っているので，午前・午
後の講座ともとてもよかったと思う。 ・身近な物（新聞）で親子が運動できることが改めて分
かった。 ・新聞紙や星座を通して，子どもと楽しく活動できてよかった。 ・星座早見盤を使
って子どもと星座を屋外で見ることができるようになれてよかった。 ・父親同士で子どもとの
遊び方が上手くなることができた。
【若い世代や子ども世代の参加推進】
・楽しく参加させてもらえた。 ・父と子どもだけの講座は大変新鮮に感じられた。 ・今回の
内容がよかったので，第２回が楽しみである。
【課題等】
・ラミネーターの操作が難しかった。

⑥ 親子で参加して父親が子育てを楽しむためには，どのような講座が効果的であると思いますか。

【幼少期からの学び支援】

・少し高度な運動，例えば，跳び箱，マット，フラフープなど。 ・体を動かす講座がいいと思

う。 ・工作，自由研究の講座があるといいと思う。
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【家庭教育支援】

・親子が共同して何か（制作や活動等）をする。 ・母親ではなかなかできない活動的で身体を

使った講座がいいと思う。 ・もっと広い場所で球技等ができればさらに盛り上がり，親子の絆

も深まると思う。 ・釣りやキャンプなど子どもと一緒に楽しめる講座。 ・子どもと遊べる講

座。 ・子どもとの共同作業が，後で話し合いができるので，いいと思う。

【若い世代や子ども世代の参加推進】

・竹などを使って皿や箸を作り，バーベキューやキャンプをする。 ・自然体験，海もいいが，

川の体験もいいと思う。筏下り，船下り，カヤックなどの体験。 ・戸外での遊びがいいと思う。

・野外での講座。 ・キャンプ，虫取り，魚釣りなどのアウトドアでの活動がいいと思う。

第２回講座 ８月８日（土）・９日（日）徳島県立牟岐少年親自然の家・牟岐大島

図６ 第２回講座のようす

第２回講座のアンケート結果を以下に示す。対象：参加19組（男性の保護者19人，子ども23人，合計42人）

① 第２回講座の内容はどうでしたか。 ② 第２回講座の進行や運営はどうでしたか。

満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満

18 １ ０ ０ 10 ８ １ ０
95％ ５％ ０％ ０％ 53％ 42％ ５％ ０％

③ 第２回講座の開催時期はどうでしたか。

満足 やや満足 やや不満 不満
※上段 人数（人） 下段 割合（％）

17 ２ ０ ０
89％ 11％ ０％ ０％

④ 第２回講座で印象に残ったことや感想等を御記入ください。 ※（ ）の数字は同意見の人数

＜子ども＞
【幼少期からの学び支援】
・カレーを作ったり，海に潜ったり，星を見たこと。（２） ・シュノーケリングがとてもよか
った。（５） ・プールでのシュノーケリングが楽しかった。 ・海でシュノーケリングができ
たこと。 ・海に行ったことが楽しかった。（２） ・海で魚が泳ぐ様子を見られてよかった。
・花火が見られたこと。
【家庭教育支援】，【若い世代や子ども世代の参加推進】
・友だちができたこと。 ・知らない子と一緒に泊まって友だちになれたこと。 ・みんなでの
カレー作りが楽しかった。（２）
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＜保護者＞
【幼少期からの学び支援】
・子どもも責任感を持って行動することを学び，団体生活を体験できた。
【家庭教育支援】
・カレー作り等の親子での協同作業がとてもよかった。（２） ・親子が，普段ゆっくりと話す
ことも少ないので，貴重な時間を持つことができた。 ・かまどで火起こしなど，子どもと一緒
に楽しめた。 ・また子どもと来たい。
【若い世代や子ども世代の参加推進】
・少年自然の家のスタッフの方が親切で，自由行動の時間には，祭りの花火が見える場所に連れ
ていってくれたり，天の川も見ることができて大満足である。 ・牟岐少年自然の家の人気の高
さに驚いた。 ・普段できないシュノーケリングを体験できてよかった。（４） ・牟岐大島で
シュノーケリングができたこと。 ・父親同士の親睦も図れてよかった。 ・カレー作り，シュ
ノーケリングがよかった。（２） ・牟岐大島への船での移動。 ・牟岐大島に行くのは初めて
で，いい思い出になった。
【課題等】
・宿泊室のクーラーがありがたかったが，夜中に冷えすぎて体調を崩すところだった。 ・もう
少し親子だけで行うものがあった方がよい。 ・参加者の自己紹介があった方がよい。 ・天体
観測が中止になった自由時間に何か他のことができればよかった。

⑤ 親子で参加して，父親が子育てを楽しむためには，第２回講座（宿泊研修）として，どのよう

な講座が効果的であると思いますか。

【幼少期からの学び支援】
・ゲームなど子どもたちだけのイベント ・カヌー，カヤックを使った講座
【家庭教育支援】
・シュノーケリングやカレー作り等の親子での協同作業が，今後の生活に役立つと思う。 ・親
子で協力できる内容。 ・牟岐少年自然の家での宿泊が経費もかからずよい。
【若い世代や子ども世代の参加推進】
・現在の内容はよいと思う。（２） ・ゲートボールのようなゲームも取り入れてはどうか。
・筏作り，キャンプファイアー ・プレイホールでのドッジボール大会，花火など ・港が近い
ので，釣りなど。 ・プールでのいろいろな遊び

第３回講座 ８月23日（日）徳島県立佐那河内いきものふれあいの里「昆虫観察の森」

図７ 第３回講座のようす

第３回講座のアンケート結果を以下に示す。対象：参加19組（男性の保護者19人，子ども23人，合計42人）

① 第３回講座の内容はどうでしたか。 ② 第３回講座の進行や運営はどうでしたか。

満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満

12 ７ ０ ０ ７ 10 ２ ０
63％ 37％ ０％ ０％ 37％ 53％ 10％ ０％
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③ 第３回講座の開催時期はどうでしたか。

満足 やや満足 やや不満 不満
※上段 人数（人） 下段 割合（％）

13 ５ １ ０
69％ 26％ ５％ ０％

④ 第３回講座で印象に残ったことや感想等を御記入ください。 ※（ ）の数字は同意見の人数

＜子ども＞
【幼少期からの学び支援】
・楽しかった。（２） ・植物や昆虫観察ができ，友だちもできた。 ・多くの種類の植物や昆
虫を観察できた。 ・アリ地獄に触れることができてよかった。 ・イトトンボをつかまえるこ
とができてうれしかった。 ・大きなカエルがいたので驚いた。 ・ヤモリをつかまえることが
できてよかった。 ・カエルをつかまえたこと ・初めて見る植物が多く勉強になった。
【課題等】
・昆虫が少なかった。 ・「クワガタムシの森」にも行きたかった。 ・ヘビを見たかったが，
見られずに残念だった。 ・観察以外の活動もしたかった。

＜保護者＞
【幼少期からの学び支援】
・水や陸の生き物について学べてよかった。 ・植物の名前や特性を学べてよかった。（初め
て知ることが多かった。） ・子どもたちが，植物や昆虫を観察し，学ぶことができてよかった。
・植物やトンボの生態等について学ぶことができた。 ・詳しい説明が聞けて，ためになった。
・身近な植物や昆虫を観察できてよかった。 ・クワガタの取り方を教えてくれてよかった。
【家庭教育支援】
・子どもと仲良くなれた。 ・休日の子どもとの過ごし方や子どもとの協同作業について学ぶこ
とができた。 ・自然の中での親子協同の勉強会はとても楽しく，その場で指導員の先生から説
明や質問への答えを聞くことができてよかった。 ・家族ではあまり行かない所へ来られてよか
った。 ・植物や昆虫について子どもと一緒に学ぶことができて，有意義だった。
【若い世代や子ども世代の参加推進】
・とてもよい環境の中で，充実した研修ができた。 ・こういう企画ならではの経験ができて
よかった。 ・いろいろな種類の植物についての説明がおもしろかった。 ・たくさんの昆虫を
見ることができて，子どもが喜んでいた。
【課題等】
・もう少し自由に観察できるとよかった。 ・もっと自由に採集できればよかった。 ・時間が
短いように思う。 ・場所がわかりにくかった。 ・クワガタを採りたかった。

⑤ 親子で参加して，父親が子育てを楽しむためには，第３回講座（自然体験）として，どのよう

な講座が効果的であると思いますか。

【幼少期からの学び支援】

・座学で昆虫ついての学習をするのもおもしろいと思う。 ・夜の昆虫採集とキャンプ

【家庭教育支援】

・親子で何か工作をして触れ合う。（例えば，竹馬を作り，それで遊ぶ。） ・父親が，自然体

験活動を通して，子どもを楽しませるスキルを身につけることができる内容。 ・説明を聞くだ

けでなく，親子で考えながら活動するオリエンテーリングのような講座。
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２ 生涯学習課主催講座「親子で楽しむ体験広場」「子ども体験広場」

図８ 生涯学習課主催講座のようす

生涯学習課主催講座のアンケート結果を以下に示す。対象：保護者25人（27世帯，59人）

① 講座内容についての満足度 ② 進行・運営についての満足度

満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満

21 4 0 0 21 4 0 0
84％ 16％ 0％ 0％ 84％ 16％ 0％ 0％

※上段 人数（人） 下段 割合（％）

③ 講座で印象に残ったことや感想等を御記入ください。

＜子ども＞
【幼少期からの学び支援】
・できないことが出来るようになって嬉しい。 ・毎回新しいことを学ぶことができて嬉しい。
・もっと上手になるよう練習をがんばる。
【家庭教育支援】，【若い世代や子ども世代の参加推進】
・いろんな人と交流できるのが良い。

＜保護者＞
【家庭教育支援】，【若い世代や子ども世代の参加推進】
・和やかな雰囲気が良い。 ・受講者の中のお世話係の方に感謝している。
【課題等】
・１つのことだけをじっくり教えてほしい。 ・月１回の講座を月２回に増やして欲しい。
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３ 平成27年度新規事業「ファミリー体験学習推進プロジェクト」

図９ ファミリー体験学習推進プロジェクトのようす

ファミリー体験学習推進プロジェクトのアンケート結果を以下に示す。対象：保護者57人（57世帯，153人）

① 体験学習をどこで知りましたか。 ② 電子申請のみ（ＱＲコード）の申し込みについて。

チラシ ホームページ 新聞 その他 よい やりにくい 電話やﾌｧｸｼﾐﾘがよい 郵送がよい

51 4 ０ 2 43 8 6 ０
89％ 7％ ０％ 4％ 75％ 14％ 11％ ０％

③ 参加しようと思った理由。（複数回答可）
④ 内容はどうでしたか。

興味を 勉強に 会場が 参加費 時期が
持った なる 近い が無料 良い 満足 やや満足 やや不満 不満

36 33 15 13 4 52 5 ０ ０
35％ 33％ 15％ 13％ 4％ 91％ 9％ ０％ ０％

⑤ 開催時期はどうでしたか。

満足 やや満足 やや不満 不満
※上段 人数（人） 下段 割合（％）

53 8 6 ０
75％ 14％ 11％ ０％

⑥ 講座で印象に残ったことや感想等を御記入ください。

＜子ども＞
【幼少期からの学び支援】
・興味をもった。 ・勉強になる。 ・説明が詳しくてよく分かった。 ・楽しかった。
・昔のおやつは，簡単に作れておいしかった。
【家庭教育支援】，【若い世代や子ども世代の参加推進】
・いろんな人と交流できるのが良い。 ・家でも作りたい。

＜保護者＞
【家庭教育支援】，【若い世代や子ども世代の参加推進】
・勉強が苦手な子どもが，楽しんで学習している姿を見ることができた。
・とても良い経験ができ，感動した。 ・チラシを見て，講座の内容がよくわかった。
・子どもにも作ることができ，いい勉強になった。
【課題等】
・夏休みの前半の方が良かった。 ・運動会時期を避けて欲しい。

⑦ 家族で参加できて，子どもの学習への興味関心を向上させるためには，どのような活動が効果
的であると思いますか。

【幼少期からの学び支援】
・実験や料理 ・遊びを通して学べること ・ものづくりや身体を動かす内容 ・自然体験
・和楽器体験 ・日本の伝統文化に関する内容 ・防災について
【家庭教育支援】
・親子で活動出来る内容なら何でもいい。 ・親子で競争しての調べ学習
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４ 考察

アンケート結果から，講座内容や運営，実施時期等への満足度は90％以上と高いことが確認で

きた。また，寄せられた意見・感想から，３つの研究仮説である幼少期からの学び支援，家庭教

育支援，若い世代や子ども世代の参加推進の検証による成果とともに，課題等が明らかになった。

（１）仮説の検証による成果等

① 週休日や夏休みなどを活用し，家庭教育を支援する多様な学びの機会を提供することができた。

② 実地での直接体験活動を交えて，専門の講師の指導を受けることで，知識や技能を身につ

けるとともに，状況を観察したり，判断する力，疑問を持ち，解決する力などを育成するこ

とができた。

③ 親子での共同した学びを通して，親子の情愛を実感し，絆を深めることができた。

④ 多くの子どもや家族が協力し合い，それぞれの役割を果たしながら，集団での遊戯，野外

活動や宿泊などを体験することで，子ども同士，大人同士，子どもと大人などの多様な人間

関係づくりを学ぶとともに，規範意識や自己有用感を高めることができた。

⑤ 上記のような成果により，参加者の今後の生涯学習への学習意欲を高めることができた。

⑥ その他，募集活動の成果として，魅力があり，講座内容が分かりやすいチラシを作成した

ことや，ホームページやマスコミを活用するなど複数のメディアで広報したこと，ＱＲコー

ドにより携帯電話から応募できるようにしたことで，講座の認知度が高まるとともに，応募

者が増加した。

（２）今後の課題

① 初めて経験する活動や機器の操作等について，安全かつ適切に行えるよう，指導する補助

員を配置する。

② 県内各地から現地集合するため，事前の事務連絡や，前回の講座の中で，集合場所までの

経路や留意事項について詳細な資料を提供する。

③ 天体観測や海上や山間部での活動など，天候に左右される活動には，代替の活動ができる

よう，講師や機器の準備をする。

④ 講座によっては応募者数が定員の２～３倍となることから，予算の許す範囲で，定員を増

やすとともに，補助員を配置するなどして，安全面や実効面に留意する。

⑤ 夏休みや週休日等，多くの方々が参加しやすい時期に実施する。

⑥ その他，申し込み方法については，電子申請のみの場合，ミスも無く，効率的な事務処理

を行うことができたが，「やりにくかった」「電話やファクシミリがよい」という意見もあ

ることから，電子申請と電話やファクシミリを組み合わせるなど，申し込み方法について検

討する必要がある。

Ⅴ おわりに

子どもから大人までの生涯にわたる学びの基礎になるものは家庭教育である。特に幼少期からの

家庭教育の取り組みが，その後の学校や社会での学びの充実・発展につながる。このような観点か

ら，若い世代や親子での参加体験型講座の充実に向けた今回の研究実践は，魅力ある講座を企画し

て，意欲的な参加を促進すること，若い世代のニーズを満たし，学習意欲・学習効果を上げること，

将来にわたり多くの人々と学んでいこうとする態度を育てること等について，一定の成果をあげる

ことができたと考える。今後とも多くの方々のよりよい学びを支援する講座を企画していきたい。


